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研究成果の概要（和文）： 
消散項を持つ波動方程式に関して、短距離型の場合は波動作用素の存在、長距離型の場合
は初期値をどの様に取っても時間発展させると零になることを示し, それを論文として、雑
誌に投稿した。(2011年４月、雑誌 Electric Journal of Differential Equation に掲載) 
定常 Maxwell 方程式、 渦なし系の界面正則性についての研究を渡邊が行った。特に, 
Maxwell 方程式の解析では、自己相互作用を持つ非線型の方程式(MHD)に関して、解の界面
正則性についての研究を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Kadowaki, Nakazawa and Watanabe have studied for the properties of the wave 
operators with dissipative terms. In the case of the short range perturbations, we 
proved the existence of the wave operators. In the case of the long range perturbations, 
the energy of all solutions decays at infinity. The results appeared in Electric Journal 
of Differential Equation (April 2011). Watanabe studied the interface regularity of the 
solution for: the rotation system, the self-interactive system (MHD).  
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１． 研究開始当初の背景 
（１）非自己共役作用素に関しては 1960 年
代にスペクトル構造, 散乱理論の研究がなさ
れていたが, 十分満足のいくものではなかっ
た。  
（２）角を持つ領域での微分方程式を解くた
めの適切な微分作用素としての定義域の決
定することを考える。 

 
２．研究の目的 
（１）現在, 再び非自己共役作用素の研究が
見受けられるようになったが, 自己共役作用
素の散乱理論に比べ, 非自己共役作用素の散
乱理論の完全な構成にまだ遠い観があった。 
（２）角を持つ領域での楕円型作用素の解の
存在に関して、定義域の問題を毎回吟味しな
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ければならないが、作用素論的な条件を考え
ることはあまりなされていなかった。 
 
３．研究の方法 
（１）単純な自己共役作用素について非自己
共役作用素を摂動として加えたとき, そのス
ペクトル構造がどのように変化するか, その
ときの解の挙動はどうなるのかを研究する。 
（２）定常 Maxwell 方程式の解の界面正則性
を研究することにより, 楕円型作用素の自
己共役性との関連を考える。 
 
４．研究成果 
（１）○1  波動方程式でrank 1 の消散する
摂動を加えたときのスペクトル・散乱理論の
構成を行い、講演を行い、論文とした。 
○2

長距離型に対しては全ての解は減衰するこ
とを示し、国内外の研究集会・セミナーで講
演を行った。その結果は、2011 年 4 月 
Electric Journal of Differential Equation  

 帯状領域での波動方程式において、短距
離型の消散項に対しては、波動作用素の存在、 

に掲載された。 
（２）渦無し方程式系の解の界面正則性につ
いての研究を行った。また同時に、非線型 
Maxwell 方程式(MHD) に対しての研究を行
い、それをセミナーで講演を行った。 
現在、論文として投稿中である。 
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